
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ １ 年 ４ 月 １ ８ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 2 0 0 「 嬉 し き こ の 日 よ 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖歌 418「あなたの罪あやまちは」 一 同

教会 学 校 「 あ く る 日 の ち い ロ バ 」 牧 師

讃 美 聖 歌 5 7 7 「 聖 な る も の と 」 一 同

聖書 朗 読 エステル4:1-8

奨 励 エステル記の福音(第4回) 牧 師

主 題 「人のピンチ、神のチャンス」

讃 美 聖 歌 614「 主 の 愛 の 汝 が う ち に 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 ヨハネの黙示録 3:7-22
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《今週の歩み》
４ /18(日 )聖 日 礼拝

/19(月 )
/20(火 )
/21(水 )
/22(木 )10:00祈 り 会
/23(金 )08:30OBSﾁｬﾍ゚ ﾙ
/ 24(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの課題》
①コロナ禍の速やかな終息のために
②礼拝に来れなかった人々のために
③教会学校の子供たちも救われますように

良 書 ハ イ ラ イ ト 「エステルの祈り」
（共同訳2018年版「エステル記補遺」第４章Ｃ）

1 2 :王 妃 エステル も死の苦悩に襲われて 、 主 に助けを求めた 。 13 :彼 女は華麗な衣 を
脱いで 、憂いと悲しみの衣をまとい 、高価な香料に代えて灰と芥で頭を覆い 、 その身

をひどく卑しめ 、日頃喜んで飾 っ て い た 部 分 も す べ て 乱れ た髪 で覆 っ た 。 14 :そ し て 、

イス ラエルの神である主に祈った 。

「私の主よ、あなただけが私たちの王、独りきりであなたのほかに助け手がいない

私を助けて下さい。 15:危険が目の前に迫っています。 16:私は生まれた時から、先

祖の部族の中で聞かされてきました。主よ、あなたはイスラエルをすべての民族の

中から、私たちの先祖をすべての先祖の中から永遠の遺産として選び、約束したこと

をイスラエルのためすべて実現されたと。 17:今 、私たちはあなたに罪を犯し、あな

たはた私たちを敵の手に渡されました。 18:私たちが彼らの神々を讃えたからです。

主よ 、 あなたは正 しい方 。 19 :今 、 敵は私たちを奴隷と し て苦 しめる だけでは飽き足ら

ず 、 手 を自分たち の偶像の手に置き ま し た 。 20 :そ れは 、 あな た の口か ら出た定め を

廃し 、 あ なたの遺産である民を滅ぼし 、 あなたを讃える者 の口を閉ざし 、 あなたの家

と祭壇の栄光を消し 、 2 1 :諸民族の口を開いて 、空 し い ものを讃えさせ 、肉にすぎない

王を永遠に崇めさせるためです 。 22 :主 よ 、 あ な たの王笏を無に等 し い も のた ちに渡

さず 、かれ らに私たちの没落を嘲けらせない で下さい 。む し ろ彼らの計略を彼ら自身

に降 り かか らせ 、 私 た ちに刃向かお う と す る者を見せ し めに して下 さい 。 23 :主 よ 、 思

い起こ して下さい 。 こ の私たちの 苦しみの時 、 あなた御自身をお示し く ださ い 。神々を

支配し 、 すべての主権を握る 王よ 、私に勇気をお与え下さい 。 24 :獅子の前で筋道立

った言葉を私の口に与 え 、 獅子の心を 、 私た ちに戦 い を挑む者への憎 しみに変え 、

彼と彼に同意する者 を葬 り去 っ て下さい 。 25 :御 手 を も っ て 私 た ち を お 救 い 下 さ い 。
主 よ 、 あ なたのほ かに誰も お り ま せん 。 独 り き り の私を助けに来て く だ さい 。 あ なたは
すべて を知 っ て お られ ます 。 2 6 :私 が 無法な者た ち の栄光を憎み 、 割 礼のな い人々
や 、 すべて の異邦人の寝床を忌み嫌っている こと を 。 27 :あ なたは私の不自由をご存
じです 。 私は 、人前に出る ときに頭に戴 く高位の しる し を忌み嫌います 。私は 、月のも
ので汚れた布のようにそれを忌み嫌い 、休息の日にはそれを着けません 。 28 :あ な た
の僕は 、ハマンの宴に出されたものを食べず、王の饗宴にあずかったこと もあ りま せん 。
献げ物の酒を口にしたこともありません。 29:アブラハムの神である主よ 、あ なたの僕は 、
こ こに来たその日か ら今に至るまで 、 あなたのほかに喜びとする も のがあ り ません 。
30 :す べ てに ま さ っ て力あ る神よ 、 希望を失 った者たち の声に耳 を傾け 、 悪を行 う者
たちの手から私たちを救い 、 また私を恐れからお救い下さい 。 」


